
キ
ー
の
影
響
を
受
け
、
ク
リ
ス

に
な
っ
た
。

関
西
学
院
の
前
理
事
長
・
院
長
久
山

康
さ
ん
が
、
勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
叙

勲
し
た
の
を
記
念
し
、
６
月
茄
日
ホ
テ

西
田
幾
多
郎
、
田
辺
元
の
哲
学
思
想
と

共
に
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス

教
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
人
生
を
歩
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
哲
学
理
念

を
身
に
つ
け
た
。

日

話題のひろば

＜Ｉ＞

１
１

Ⅱ 口
久
山
康
さ
ん
叙
勲
祝
賀
会

哲
学
と
宗
教
を
理
念
に

教
育
に
捧
げ
た
半
生

||｜
】

認
め
ら
れ
た
も
の
。

当
日
は
原
清
朝
日
放
送
会
長
、
松
山

義
則
同
志
社
総
長
、
三
木
新
一
兵
庫
県

に
あ
る

こ
そ
宗

そ
の
学
生
時
代
に
父
を
亡
く
し
た
経

し山原先生
章記念祝賀釜

今
回
の
叙
勲
は
、
哲
学
者
、
教
育
者
、

( 左上より) 謝辞を述べる久山さん､ ､ お祝いの花束贈呈。（左下より) 松山同志社総長、三木兵庫県副知事、原朝日放送会長

加
藤
誠
之
関
西
学
院
理
事
長

以
降
、
聖
和
女
子
大
学
を
経
て
、
関

西
学
院
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
Ⅷ
年
か

山
町
５
１
別

チ
ャ
ン

副
知
事
、

久
山
さ
ん
は
京
大
で
哲
学
を
専
攻
し
、

と
力
強
く
語
っ
て
い
た
。

ご
国
際
日
本
研
究
所
西
宮
市
仁
川
五
ヶ

冠
０
７
９
８
１
５
１
１
１
８
７
２

教
育
行
政
家
と
し
て
の
多
大
な
功
績
が

長
・
院
長
を
務
め
て
い
る
。

ら
関
係
者
や
教
え
子
が
約
知
人
出
席
し
、

ら
晦
年
間
に
亘
っ
て
関
西
学
院
の
理
事

験
か
ら
「
人
は
全
て
死
ぬ
運
命

と
い
う
前
提
が
あ
る
。
だ
か
ら

の
理
事
長
職
に
あ
る
久
山
さ
ん
は
、

「
今
回
の
叙
勲
を
励
み
に
、
残
り
の
人

生
も
若
者
の
教
育
に
捧
げ
た
い
。
」

ル
プ
ラ
ザ
で
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

久
山
さ
ん
を
祝
福
し
た
。

現
在
は
財
団
法
人
国
際
日
本
研
究
所

鍛
蕊
鶴
謹
鯉
蕊
Ｌ兄、Dｑ
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Ｉ
訓
１
１
》
Ｉ
７
，
６
．
．
ま
た
、
お
仕
事
の
傍
、
女
性
や
子
供
に
英
語
を
推
薦
者
／
内
田
健
司

温
か
い
雰
囲
気
が
魅
力
磁
蕊
緯
謡
郷
即
滑
蕊
慨
輔
灘
糾
篭
”

女
に
と
っ
て
、
今
は
時
間
が
少
な
い
こ
と
が
悩
み
の
タ
ネ
だ
と
か
。

フ
ロ
ー
ラ
・
イ
リ
ア
ス
・
サ
リ
ス
さ
ん

人
望
が
厚
く
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
フ
ロ
ー
ラ
。
思
い
や
り
が
あ
っ
て

〈
掬
欺
／
誌
蕊
薙
舗
憾
ス
氏
ご
長
女
〉
人
に
気
配
り
の
行
き
届
く
と
て
も
素
敵
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

粋
絞
り
才
媛
稲
ん
川
紳
鯉
蕊
礁
毅
櫛
諏

マ
リ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
，
を
卒

思
い
や
り
が
あ
っ
て
壁
恥
溌
蒋
瀧
砺
輸
蛙
罰
諏

ヨ
騨
邑
の
ヨ
ョ
吻
堅
－
，
号
六
①
言
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ん
。
〃
小
さ
い
頃
か
ら
牛
乳
が
大
好
き
で
、
つ
い
推
薦
者
／
池
辺
長
康

飲
み
過
ぎ
て
切
叩
の
身
長
に
〃
と
は
本
人
談
。
〈
浄
細
鐘
嘩
糾
呼
紳
役
部
長
〉

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
卒
業
後
、
オ
ー
ル
ス
タ
ィ
ル
㈱
に
入
社
。

３
年
目
に
入
り
、
よ
う
や
く
新
人
養
成
時
代
を
終
え
、
仕
事
が
面
白
く
な

り
始
め
る
時
期
に
入
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
界
に
通
じ
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
仕
事
で
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

軍

フ
ァ
ヅ
シ
ヨ
ン
タ
ウ
ン
の

爽
や
か
ス
マ
イ
ル

柿
花
有
美
子
さ
ん
〈
蔚
離
盤
雛
〉

柚
，
１
才
媛
；
ん

ヨ
四
号
ヨ
里
笛
一
一
②
号
云
呂
巾

<117〉

▲

■＝垂

．‐雪
～

も
し
も
、
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
今
頃
は
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
か
宝
塚
の

男
役
で
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い

な
あ
…
な
ん
て
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
美
貌
を
待
つ
柿
花
さ

L

■

'１

－１
ー

←＝＝－－ 蕊
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制
作
中
の
ポ
ー
ル
・
ア
ン
ビ
ー
ユ

馬
・
演
奏
会

そ
し
て
風
景
に

エ
ス
プ
リ
を
見
る

ヨ

ガ

ア
ン
ビ
ー
ュ
は
、
先
の
ロ
ー
マ
大
賞
受
賞
後
、
第
六
回
シ
ェ
ル

ブ
ー
ル
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
大
賞
（
”
）
、
第
四
回
ア
ー
ー
エ
ー
ル

ビ
ェ
ン
ナ
ー
レ
大
賞
（
禿
）
な
ど
今
日
に
至
る
迄
、
多
数
の
賞
を

受
賞
、
そ
の
作
品
は
、
ル
ー
ァ
ン
美
術
館
を
は
じ
め
、
世
界
の
美

術
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ー
ル
・
ア
ン
ビ
ー
ュ
は
、
一
九
三
○
年
一
一
一
月
一
一
○
日
に
、

南
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ジ
ェ
に
生
ま
れ
た
。
パ
リ
に
出
て
美
術
学
校
に

学
び
、
五
五
年
に
ロ
ー
マ
大
賞
を
受
賞
。
ロ
ー
マ
大
賞
は
、
美
術

学
生
に
と
っ
て
は
最
高
の
栄
誉
と
な
る
，
田
緒
あ
る
賞
で
あ
り
、
受

賞
者
は
、
ロ
ー
マ
の
メ
デ
ィ
チ
館
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
へ
の
国
費
留
学
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ビ
ー
ュ
が
ロ
ー
マ

へ
出
た
の
は
、
二
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。

ア
ン
ビ
ー
ュ
は
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
芸
術
家
協
会
名
誉
会
長
、

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
会
員
。
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
所
属
の

各
美
術
団
体
総
合
機
関
で
理
事
を
も
勤
め
、
フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
中

核
的
存
在
と
言
っ
て
も
い
い
。
パ
リ
近
郊
の
ク
レ
ル
モ
ン
・
ド
ウ
・

ロ
ワ
ー
ズ
で
制
作
を
続
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
ポ
ー
ル
・
ア
ン
ビ
ー
ユ
の
作
域
は
、
馬
、
演
奏
会
、

風
景
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

ま
ず
、
馬
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
対
象
を
見
え
る
が
ま
ま
に

描
く
の
で
は
な
く
、
作
者
の
〃
見
た
い
姿
〃
〃
在
る
べ
き
姿
″
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
生
き
生
き
と
し
た
躍
動
性
が
遺
憾

な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
躍
動
性
が
ア
ン
ビ
ー
ユ
の
絵
画
美

で
あ
り
、
ア
ン
ピ
ー
ュ
絵
画
の
価
値
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
色
彩

は
、
過
度
な
激
し
さ
に
至
ら
ず
、
抑
制
が
あ
り
、
エ
ス
プ
リ
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。

次
に
風
景
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
馬
の
〃
動
″
に
対
し
て
〃
静
〃

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
こ
こ
で
も
見
え
る
が
ま
ま
で
な
く
、

見
た
い
姿
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

最
後
が
演
奏
会
。
ア
ン
ビ
ー
ュ
の
描
く
音
楽
会
の
光
景
を
見
て

い
る
と
、
無
音
の
画
面
か
ら
音
が
流
れ
出
て
来
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

●
ア
ｉ
卜
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

ポ
ー
‐
ル
・
ア
ン
ビ
ー
‐
ユ
展

神
戸
・
元
町
で
開
催
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藍Ｉ

口
寄
贈
画

「
須
磨
寺

じ
よ
う
や
さ
ん

上
野
山
」

に
よ
せ
て

佐
藤
廉

く
元
町
画
廊
〉８

１

へ躯＃，疹鋤･診蝋ハ：，Ｖ』
‘曜割鍵一: ､．；

一一, １１一

同
些唖雫

力作２点を前にして、
佐藤さん( 左) と三浦住職

二寵蓮
”叩Ｊ
ン可峠 劃,湾

昭
和
二
十
二
年
の
暮
の
頃
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
は
、
四
年
余
り
の
軍
隊
生
活
を
終
え
る
と
、
一
人
、
ふ
る

里
の
須
磨
の
駅
に
降
り
立
っ
た
。

人
気
の
な
い
、
寒
々
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
見
渡
す
と
、

か
な
た
向
う
の
端
に
、
黒
い
マ
ン
ト
を
被
っ
た
、
一
人
の
男
が
ポ

ッ
ン
と
立
っ
て
い
た
。
そ
の
男
は
、
わ
た
し
を
見
る
と
、
同
時
に

こ
ち
ら
の
方
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
、
わ
た
し
も
、
そ
の
男
に
向

か
っ
て
歩
き
始
め
た
。

父
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
の
こ
の
日
の
帰
郷
を
知
る
由
も
な
い
父

で
あ
っ
た
か
ら
、
不
思
議
に
思
っ
て
尋
ね
る
と
、
父
は
毎
日
、
あ

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
立
ち
な
が
ら
、
あ
て
も
な
い
息
子
の
帰
国

を
待
ち
つ
づ
け
て
い
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
の
父
も
、
そ
れ
か

ら
、
あ
と
僅
か
一
年
の
の
ち
、
他
界
し
た
。
も
し
、
父
が
長
生
き

を
し
て
い
て
く
れ
た
な
ら
、
わ
た
し
の
人
生
も
変
わ
っ
て
い
た
だ

ろ
う
と
思
う
。

こ
の
度
び
、
長
い
間
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
わ
た
し
の
拙
い

絵
が
、
奇
し
く
も
五
十
年
振
り
に
、
須
磨
寺
に
寄
贈
さ
れ
る
事
に

な
っ
た
が
、
そ
の
一
枚
の
絵
は
、
ま
る
で
映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン
の

様
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
、
わ
た
し
に
写
し
出
し
て
く
れ
る
。

さ
て
、
上
の
青
山
の
絵
は
、
わ
た
し
の
生
ま
れ
故
郷
の
裏
山
で

あ
る
。
こ
の
日
本
画
（
岩
絵
具
着
彩
）
は
、
今
か
ら
約
半
世
紀
前
、

正
確
に
は
、
四
十
八
年
前
の
昭
和
十
八
年
盛
夏
、
美
術
学
校
（
現

武
蔵
野
美
術
大
学
日
本
画
科
）
四
年
生
で
あ
っ
た
頃
の
夏
期
製
作

と
し
て
、
わ
た
し
が
約
一
ヶ
月
半
を
費
や
し
て
描
き
上
げ
た
「
須

馳
磨
寺
些
癖
遮
凱
の
紙
本
三
尺
五
寸
巾
の
横
絵
で
あ
る
。

上
こ
の
年
の
暮
れ
は
、
学
生
の
「
徴
兵
検
査
延
期
」
の
特
権
が
打

誇
ち
切
ら
れ
、
十
月
に
は
「
学
徒
動
員
令
」
の
下
っ
た
年
で
あ
り
、

須
わ
た
し
も
学
徒
兵
と
し
て
出
征
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
既
に
、
当

時
の
日
本
は
一
億
総
動
員
の
厳
し
さ
が
日
々
、
国
民
の
上
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
来
て
、
不
安
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

わ
た
し
の
通
っ
て
い
た
、
美
術
学
校
は
、
武
蔵
野
の
お
も
か
げ

の
漂
う
、
静
か
な
西
荻
窪
駅
の
近
郊
に
あ
っ
た
。
学
校
か
ら
駅
ま
で

徒
歩
で
、
三
十
分
近
く
掛
か
っ
た
が
、
そ
の
通
学
路
に
は
、
青
春

時
代
の
様
々
な
思
い
出
が
あ
る
。
回
り
に
は
雑
木
林
や
、
田
畑
が

広
が
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
、
田
舎
家
が
転
在
し
て
い
て
、
春

に
は
花
々
が
咲
き
乱
れ
、
実
に
、
静
か
な
美
し
い
環
境
で
あ
っ
た
。

又
、
当
時
で
は
、
め
ず
ら
し
い
洋
館
の
窓
か
ら
、
ピ
ア
ノ
の
練
習
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様
な
不
穏
な
時
代
の
夏
、
わ
た
し
は
こ
の
絵
を
描
き
残
し
戦
地
に
一

こ
の
絵
が
須
磨
寺
に
い
く
事
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
で
あ
る
が
、

し
て
い
た
わ
た
し
の
傍
ら
で
い
つ
も
遊
ん
で
い
た
一
人
の
少
年
が

い
た
。
現
須
磨
寺
正
覚
院
住
職
、
三
浦
真
厳
氏
の
幼
き
姿
で
あ
つ

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
の
四
月
中
頃
ポ
ン
筒
に
し
っ
か
り
と

巻
き
込
ま
れ
、
丁
寧
に
梱
包
さ
れ
た
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
あ
の
作
品

あ
れ
以
来
半
世
紀
、
物
置
き
の
片
隅
み
で
ひ
っ
そ
り
ね
む
り
続
荊

け
て
き
た
こ
の
絵
が
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
も
し
た
か
の
浦

様
に
忽
然
と
目
の
前
に
現
れ
た
こ
と
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
、
筆
釦

舌
に
尽
く
し
が
た
い
程
の
感
動
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
冒
頭
に
も
細

書
い
た
様
に
、
昭
和
二
十
一
一
年
正
月
、
捕
虜
生
活
の
た
め
に
一
一
年
研

間
帰
国
が
遅
れ
、
佐
世
保
よ
り
引
き
上
げ
列
車
で
、
四
年
振
り
須
雷

磨
に
帰
り
着
い
た
時
に
迎
え
て
く
れ
た
あ
の
父
の
姿
が
、
ま
ざ
ま
摩

ざ
と
よ
み
が
え
り
、
わ
た
し
の
目
頭
を
あ
つ
く
し
た
。
藩

の
ち
に
、
父
か
ら
こ
の
「
須
磨
寺
上
野
山
」
が
県
展
に
出
点
さ
所

れ
、
佳
作
賞
を
受
賞
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
そ
の
時
の
嬉
し
そ
う
神

な
父
の
顔
が
、
今
で
も
は
っ
き
り
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
蛎

父
が
こ
の
絵
を
大
切
に
守
っ
て
い
て
く
れ
た
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
征

感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
今
搬
、
須
磨
寺
正
覚
院
に
拙
作
「
須
雷

磨
寺
上
野
山
」
と
併
せ
て
「
額
紫
陽
花
」
の
一
一
点
が
、
永
久
に
保
率

灘
溌
灘
榊
鍵
鶴

平
成
二
年
六
月
吉
日

若
木
屋
美
術
店
（
創
立
大
正
七
年
）

元
町
画
廊
佐
藤
廉

一閏一

曲
が
流
れ
て
来
て
、
ど
の
様
な
少
女
が
弾
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、

胸
を
と
き
め
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
く
に
は
「
東
京
女
子
大
学
」

が
有
り
、
そ
こ
の
女
生
徒
と
少
し
で
も
肩
を
並
べ
て
歩
き
た
く
、

わ
ざ
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
り
し
て
、
楽
し
ん
だ
こ
と
が
、
昨
日
の

事
の
様
に
思
い
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
呑
気
な
学
生
時
代

も
つ
か
の
ま
、
わ
た
し
が
四
年
生
の
昭
和
十
八
年
に
は
風
雲
急
を

告
げ
つ
つ
あ
り
、
或
る
昼
下
が
り
の
下
校
途
中
、
東
京
方
面
か
ら

微
か
な
ざ
わ
め
き
が
、
こ
の
静
か
な
武
蔵
野
に
も
感
じ
ら
れ
、
友

人
と
思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
東
京
の
下
宿
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
よ
り
白
煙
が
立
ち
登
っ
て
い
て
、
わ
た
し
は
一
種

の
緊
張
と
不
安
の
交
じ
り
あ
っ
た
興
奮
を
覚
え
て
い
た
・
そ
れ
が
、

Ｂ
羽
が
低
空
飛
行
で
東
京
を
襲
っ
た
「
東
京
大
空
襲
」
の
始
ま
り

で
あ
っ
た
と
知
っ
た
。
下
宿
は
水
道
橋
の
高
台
に
あ
る
本
郷
に
あ

り
、
実
に
見
晴
ら
し
が
良
く
、
晴
天
に
は
、
遠
く
か
す
か
に
富
士

山
を
眺
む
事
が
出
来
た
。
当
時
、
高
射
砲
隊
が
、
後
楽
園
に
あ
り
、

そ
れ
と
す
れ
す
れ
の
上
空
に
大
き
な
飛
行
機
が
近
づ
い
て
、
真
上

に
来
て
初
め
て
星
に
丸
の
マ
ー
ク
と
は
っ
き
り
見
え
、
そ
れ
が
敵

の
飛
行
機
で
あ
る
と
気
付
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
丁
度
、
こ
の

口
角

額紫陽花

蕊=こ!i庭

Ｗ
Ⅲ

、

衝撃

霊蕊雲霧
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ワインの香りと肉の旨さに語らいも弾
むステーキの社交場です。神戸肉と新
鮮なシーフードを目の前で焼いてくれ
るのが魅力。

可
凸

Ｐ
凸

揮
引
‐

セ
リ

守
凸
『
・
ぷ
わ

・
や
白
貼
。
■
、
ご
巳

ｐ
■

誠

ｐＪ４

ｂｄ・イ

寧膨
。
鐸
．

ステーキハウス
伊藤

〆

ハンター坂倶楽部Ｅ香
港
ス
タ
イ
ル
の
昼
食
は

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
楽

し
く
食
事
が
で
き
ま
す
の

で
、
つ
い
つ
い
お
友
達
と

お
し
ゃ
べ
り
に
華
が
咲
き

ま
す
。 零

森
悦
子
さ
ん

霧
真
珠
社
長
夫
さ

二
祝
凹
銅
咽
平
凸
Ｊ

ｒ
も
旧
凸
ゴ

新鮮な食材をを賓沢に使った味が楽し
める本格派のお店です。写真はシェフ
おすすめ「オマール海老とホタテ貝の
サラダと生う↓このババロア添え、香草
ソース」のランチオードブル。

ゲ

鳥》,･了‘
瀞

五

Ⅷ
」
妃
固
唾
釦
４
１
布
Ｎ
『

”
●
状
邸
４
９

国
》
色

ご
Ｐ
回
０
卜

ア
誤
Ｐ
Ｒ
時
。１

弓
、
ザ
■
◆

妊
汐
０
４
８
，

■

■
＆ ￥5 , 0 0 0 コースのオードブル

神戸市中央区山本通２丁月4 = ２４
リランズケート２F
T E L O 7 8 - 2 4 2 - 7 2 9 4
１１:30～14:00(ランチタイム）
14;00～16:00(ティータイム）
１７:30～21:00(デイナータイム）

ｑ
Ｌ

鵠種雌蕊へ北

瀞 曾
Ｙ２ｐ５００コース

スーフ

本場β､ 師博がこだわりで仕上げる新鮮
な素材を生かした上品で優雅な味です
3 4 階から見渡す神戸の美しい街並も一
緒にお楽しみいただけます。

桂林

驚鍵
鴬ｉ
鱗
離
謬
;､ｉ
ｒｌ
ＢＯ

今
一
番
お
い
し
い
も
の
を

使
っ
た
こ
こ
の
フ
ラ
ン
ス

料
理
に
は
い
つ
も
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
。
く
せ
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。

藤
本
統
紀
子
さ
ん

子
タ
レ
ン
ト

７

．
・
恥
嬢
噸
鍔

，
膿
●
斑
ｑ
恥
グ
ー
‐
・
・
平
『
展
．
、

４

Ｆ
■
鵠
や
師
や
４
ひ
●
申
Ｔ
ｅ
〆
や
勺
０
醍
叩
Ｅ

神戸市中央区北野町１丁目
新神戸オリエンタルホテル3 4 F
T E L O 7 8 - 2 9 1 - 1 1 2 1㈹
１１:30～１４:３０１７CO～21:３０年中無休

‘
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弓 戸ＥＬ＄ b ｑ

ﾛ ｰ 口紅言. 封■

吟噸維夢’
Ｌ

－・み
増､１口

． . 零 . 、母

■

L、
ＪＩＢⅡ

世界のレストランを賛沢に使い分けている神戸の奥様‘たちのグルメぶりはく
さて､ 優雅な昼下が肌. おすず伽お店牒抄還: . . ~ ．､ " ふ- ' ’，含‘‘岬_《〉‐…．．．～: ;ｆ･評､ .Ｆ:‘、ﾛ 醜■■■ ﾛ ■ ､ . 里切 ｡ ■■

産"！．．,;ら、．：２．･』.:･･；愚.．‐パグ‐,．R,・１．．，J ・
■袖心、■■ ｡ p ・ p F ‐卓宅

かなり有名。
巷

Ｔ
ｂＦＺｄ

凝
遜
種シェ･ ラ・メール

にしむら
素
晴
し
い
眺
望
と
本
格
的

な
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
楽
し

め
る
神
戸
の
エ
ス
プ
リ
を

感
じ
る
店
で
す
。
女
性
同

士
の
ち
ょ
っ
と
普
沢
な
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
ぴ
っ
た
り
。

入
口
の
花
も
素
適
で
す
。

伝
統
あ
る
本
物
の
京
料
理

を
心
行
く
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
劇
場
で
お
芝
居
を
見
た

帰
り
に
リ
ッ
チ
な
気
分
で

寄
れ
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。

決句

レンガ造りの洋館、しっとりと落ち
着いたムードは、知的ミセスの午後を
くつろいだものにしてくれます。心か
らのサービスとお料理を御賞味ください。

謬

沙

篭
函
》
、
》
鐸
》

ぶ
撰
感

雑
涛
．

写真のランチ￥2 5 0 O
神戸市中央区山本通２１. 目l - 2 0
T E L O 7 8 - 2 4 2 - 2 4 6 7 月雌休
１１: 3 0～１４: 0 0 (ランチタイム）
１７: 0 0 ～2 1 : 3 0 ( デイナータイム）

＋ｆ

少言目４
Ｊ
Ｉ

Ｔ
画
稗

‐
■
畠
〃
‘
ロ

天井高5 . 2 ｍ, 広さ1 4 8 . 9 坪の瞥沢な空
間に、神戸を見渡す絶好のロケーショ
ンは、日々の新鮮な素材を使った料理
を一層引き立ててくれることでしょう。

素材の持ち味を活かした京料理を神
戸で。「かざらず､ 気取らず､ 食べてい
ただいて本当に美味しいものだけを」
という心意気が伝わってくるお店です．

たん熊
神戸市中央区北野町１丁目
新神戸オリエンタルホテル５F
TELO78-291-1170
１１:30～１４:３０．１７:００～21:３０
年中無休

｜
読
霊
》
ん
一

酒
落
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の

雰
囲
気
の
お
部
屋
で
の
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
。
上
品
な
美

味
し
さ
に
「
ま
た
参
り
ま

し
ょ
う
ね
」
と
、
い
つ
も

お
友
達
と
約
束
し
て
し
ま

い
ま
す
。 ヴィアンヴィ

墨 ■

神戸市中央区港島中町6 丁目8 - 1
ワールドビル2 6 Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３０２－５７００

レストラン●1 1 : 3 0 ～1 4 : 3 0 1 7 1 0 0 ～0 X O O
パー●1 7 台0 0 ～O : ００第３月休( ８月は無休）

、Ｐ

竜一．’
“駈憾．，溶
喧ﾍ ｸ ﾞ r ､ ４０･ ‐』

’‘蕪ＬＰ←■ 屯
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、

I雪？

市
制
伽
周
年
を
記
念
し
て
昨
年
４
月
に
開

村
し
た
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
は
市
民
福
祉
推
進

の
全
市
的
な
核
と
な
る
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
。

今
日
は
、
こ
の
春
ま
で
養
護
学
校
の
教
師

を
さ
れ
現
在
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
と
し
て
多

忙
の
毎
日
を
送
る
ま
り
遥
さ
ん
に
福
岡
敬
之

財
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
専
務
理
事
が

村
内
の
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
…
。

ま
り
こ
の
村
へ
は
初
め
て
来
た
ん
で
す
が

広
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
の
為
の
設
備
が
充
実
し
て
る
の
で
養
護
学

校
の
修
学
旅
行
に
も
い
い
で
す
ね
。

福
岡
今
、
福
祉
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
時

代
で
は
な
い
ん
で
す
。
し
あ
わ
せ
の
村
が
、

健
常
者
と
障
害
者
や
高
齢
者
が
自
然
な
形
で

ふ
れ
あ
え
る
接
点
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
ん

で
す
が
…
。

ま
り
障
害
者
を
知
ら
な
い
と
い
う
無
知
か

ら
く
る
誤
解
が
多
す
ぎ
る
ん
で
す
ね
。
自
然

に
知
る
と
い
う
機
会
が
こ
の
村
で
増
え
、
ど

ん
ど
ん
〃
し
あ
わ
せ
の
輪
″
が
広
が
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
私
も
こ
の
村
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
て
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
て
み
た
い
で
す
。

福
岡
是
非
、
お
願
い
し
ま
す
。
で
は
館
内

を
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

０
Ｆ

|総合福祉ゾ

戸Ｅ左よりま

ン

②しあわt加村一
『
鞄
ｑ

試
堅

”

蝿

緑
豊
か
な
こ
の
村
は

神
戸
市
民
全
て
に
開
放
さ
れ
た

ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
で
す
。

圃
捕
敬
溌
早
淵
毒
蕊
会
専
篭
亭

蕊，
、

声
謹謹皇
遥さん､ 福Ｉ
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／

上ま

、

画

御堂筋道頓堀橋南詰フルーツタワービル3 Ｆ
地下鉄なんば駅２５番出口北へ3 0 ｍ
御堂筋道頓堀橋南詰フルーツタワービル3 Ｆ
地下鉄なんば駅２５番出口北へ3 0 ｍ
恋O 6 - 2 1 2 - O O 4 3恋O 6 - 2 1 2 - O O 4 3
2 4 時間テレフォンサービス
画面Ｏ120-30-4107
院長島田耕一

2 4 時間テレフォンサービス
画面Ｏ120-30-4107
院長島田耕一
診療時間
ＡＭ１１:0 0～ＰＭ７:００
( 予約制。年中無休）

診療時間
ＡＭ１１:0 0～ＰＭ７:００
( 予約制。年中無休）

鴎票９１，４蕊
⑳チ識

ぼん臆

、、

″″

ノノ
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川
瀬
喜
代
子
さ
ん
Ｅ
し
む
ら
珊
排
会
長
）

岡
村
謡
子
さ
ん
（
ネ
ィ
ル
ァ
ー
チ
ス
ト
）

口

、
健康食品シリーズ

弾
〕
睡
叩
罰
仏
寺
勺

杜
仲
葉
。
こ
の
一

風
変
っ
た
名
の
健
康

茶
が
愛
飲
者
を
増
や

し
て
い
る
。
今
回
登

場
し
て
頂
い
た
俳
優

大
村
寛
さ
ん
の
奥
様

岡
村
端
子
さ
ん
、
に

し
む
ら
珊
誹
の
オ
ー

健康茶ﾗ f 垂戸伸棄を語る
■

Ｉ
お
気
に
入
り
の
器
で
飲
む
と
格
別
Ｉ

海
外
旅
行
に
も

欠
か
せ
ま
せ
ん

－－Ｖ

凸
．

ナ
ー
川
瀬
喜
代
子
さ
ん
の
お
二
人
も
杜
仲
葉
の
大
フ

ア
ン
・
そ
の
魅
力
を
大
い
に
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

岡
村
主
人
の
楽
屋
に
杜
仲
葉
の
さ
し
入
れ
を
頂
い

た
の
が
出
会
い
で
し
た
。
お
茶
の
さ
し
入
れ
っ
て
よ

く
あ
る
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
押
入
れ
に
眠
っ
て
い
る

の
が
多
い
ん
で
す
。
で
も
杜
仲
葉
だ
け
は
一
口
飲
ん

で
み
て
、
一
遍
で
気
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
美
味
し

い
の
よ
れ
。

川
瀬
私
も
毎
日
飲
ん
で
健
康
で
す
。
美
容
の
方
は

岡
村
さ
ん
に
お
ま
か
せ
し
て
い
ま
す
（
笑
）
。

岡
村
ま
あ
－
ノ
．
で
も
私
は
海
外
旅
行
に
行
く
時
で

も
杜
仲
葉
を
持
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。
も
う
体
が
杜

仲
葉
し
か
受
け
付
け
な
い
程
。
こ
れ
は
少
し
オ
ー
バ

ー
か
し
ら
（
笑
）
。

川
瀬
お
互
い
に
杜
仲
葉
と
相
性
が
い
い
の
よ
れ
、

き
っ
と
。
う
ち
の
お
店
で
も
コ
ー
ヒ
ー
に
入
れ
て
出

し
た
ら
受
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ん
て
言
っ
て
ま
す
。

岡
村
と
こ
ろ
で
こ
の
器
、
と
て
も
素
敵
で
す
ね
。

川
瀬
、
え
え
。
岡
村
さ
ん
の
き
れ
い
な
爪
に
合
わ
せ

よ
う
と
思
っ
て
用
意
し
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
製
な
ん
で
す
よ
。

岡
村
そ
れ
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

杜
仲
葉
も
自
分
の
気
に
入
っ
た
グ
ラ
ス
や
コ
ッ
プ
で

飲
む
と
ま
た
一
段
と
格
別
な
味
ね
。

川
瀬
強
い
味
方
と
共
に
、
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

（
シ
エ
ラ
メ
ー
ル
に
し
む
ら
に
て
）

●
お
問
い
合
わ
せ

冨
士
杜
仲
株
式
会
社
〒
細
尼
崎
市
武
庫
之
荘
１
１
４
１
旧

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
１
４
３
３
１
０
７
７
３
．
４
３
６
１
１
６
Ｏ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
６
１
４
３
６
１
Ｏ
９
０
１

、

§

匡弓
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｡

お酒落上手はシャツにこだわる。
品質のよさにこだおったオテ

"ダーシャツ作りを追求する神戸
シャツ。裁断、縫製、仕上げに
いたる全73工程（従来の既成品
は63工程）はそのほとんどが手
作業で行われている。シンプル
"さ、着易す苓という．.シャツ作り
の原点を弄りつづけた商品は．
白1 . ざ' ヤッレは勝ういうものか

戸室、塁

Ａ ※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです｡

U b

蜜3 9 1 - 3 7 3 7 ～９神戸市中央区三富町3 丁目1 - 4

ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥｌＶＴＳＨＯＰ
『勺』

ﾊ ｲ ｶ ﾗ 神戸専門店物語
シリーズⅡ

ファッションカタログ
Ｐａｒｔ２

ｋオーダーメイドシャツ〉

神戸ﾆ ﾉ ﾔ ﾘ

嗣

b叶

☆よろず御槻衣縫上虚

神戸言ノヤリノ
神戸市中央区三富町3丁目1-6壷33 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

SanOIme
神戸市中央区元町通2丁目5-7念331-4707

ザ
品

☆婦人帽子
、ごく、いう＜､、薄く、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長狭通2丁目6-13念331-6711

☆舶来品ブテイツク
ヱコターニュート: ノ

Ｇﾛ ●■ ｳ

Ｖ強山

神戸市中央区北長狭通3丁目12-14置331-1818

☆本格派の人々 に愛される
Ｌ

凪
０

ヨョ浦加
神戸市中央区竜宮町3丁目1-9念331-5190

★伝わる真どころ最高の風格
③柴田音吉洋服店、1Ｐ

神戸Ili111央区尤町通４rll2-22詮訓1-0693

☆欧風家具｡設計･創作

永田良介商店
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●商品に関するお問合わせ
神戸市中央区三宮町3 - 1 - 6 噂
㈱神戸シャツ
TELO7§-331-2168≦．
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可
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巳
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領置呂

シ
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＃
耐卜101s 一i N鐙ご』三重雪

曇
四
国
器
醍
塑

賎
型
些
へ
法
表
法

Ｚ日

一

北野坂で､ グラスが唇に触れるとき､ 語らいの中に男の
ロマンと女の優しさが生まれます。
水木北野シルクハイツI B 1 T E L O 7 8 - 2 2 2 - 2 4 2 3
5 : 0 ＯＰＭ～4 : 0 0 ＡＭ年中無休

ｒ
４
『
、
輔
祇

言
竺
岨
回

溌i蝉ii鱒
ﾛ

墓饗

Ｉ

喋
腹‘

F 一ー０画■一

屋４イ 関
』

巻＝
一一

水木北野シルクハイツⅡ
神戸市中央区山本通2 - 2 - 1 3

水木北野シルクハイツＩ
神戸市中央区山本通1 - 7 - 2 1

シックなデザインの洋服､ ヤングからミセスまで幅広
く着て頂けます｡ 喫茶のコーナーもあります。
水木北野シルクハイツ1 F T E L O 7 8 - 2 2 1 - 6 5 4 1
1 1 : 0 0 ＡＭ～7 : 3 ＯＰＭ年中無休

水木北野

シ』垂皇
●

ﾘ ﾗ ﾝ ズｹ ｰ ﾄ

北野通り

真珠

一電

●●

盾水木北野
シルクハイｑ

態:､銀
三岨憧●

Ｉ

圭
新
神
戸
潤

画
酷

千変万化に煙き乱れる真珠の可憐な表' 情を気軽に
お楽しみいただけます。

◆恥業主( 岱主）

③水木真珠有限会社
代茨取締役尾川議顕
〒6 5 O 神戸市中央区加納岡Ｔ２ｒ目４－１０
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 0 0 2 9 F A X O 7 8 - 2 4 2 - 0 0 2 9

孔入館通り
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『

坂道を爽やかな風が走りぬけ今日も素敵な物語がはじまる一
ぬ)乱目二三三

を禰
るま主 １: ｡

敵ﾐも

夜のひとときをよりおしゃれに楽しんでいただくバ
ーです｡ アーティステイック感覚がステキです。
水木北野シルクハイツⅡB 1 T E L O 7 8 - 2 2 1 - 0 1 3 1
6 : 0 ＯＰＭ～1 : O ＯＡＭ火曜休

ミニパーティ､ コンパ､ 結婚式の２次会にご利用下さ
い｡ 家庭的な親しみやすいお店です。
水木北野シルクハイツⅡB 1 T E L O 7 8 - 2 6 1 - 2 8 1 0
q:30AM~3:O0PM5:3OPM~10:3OPM月曜休

；面＝

|i巨憲
》('頓

帝１

－.＃Ｉ

〃

蕊 フランス料理し入トフ』

罰

ﾗ ｯ ｸ ダﾇ ｼ ｰ
1瑚蕊 坐豊

Ｆー

一一

一一字一一昌旦些呂垂

厳選された神戸肉のしゃぶしゃぶと吟醸酒を、京風
のしっとりした雰囲気の中で味わっていただけます。
しゃぶしゃぶ･ 冷しゃぶしゃぶ各5 千円､ 和牛肉おさしみ2 千円
風流一口ステーキ3 千円水木北野シルクハイツⅡ１F
TEL O 7 8 - 2 3 2 - 1 3 0 8 5 : 0ＯＰＭ～10:3ＯＰＭ水曜休

アヌシー湖の湖畔にたたずむような､ やさしい雰囲気
の中でフランス料理をお楽しみ下さい。
水木北野シルクハイツm F T E L O 7 8 - 2 4 2 - 3 0 3 1
1 1 ：１５ＡＭ～Ｚ３０ＰＭ５: ０ＯＰＭ～9 : ０ＯＰＭ
土､ 日､ 祭１１: １５ＡＭ～9 : １５ＰＭ木曜休

一

一

一

幽扉~ 重電識一『、＆

Ci・ｐｅ三
吃雪

ＬＭ′cし函

『
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お 可川
神戸市中央区北野町l r H 5 - I O

TELO78-222-3511
１１:00～21:００年中無休

小
泉
恵
美
子
さ
ん

〈
月
刊
オ
ー
ル
関
西

綴
集
長
夫
人
〉

二・‐（

瀞’
鍔
且
今

蕊
推

じ
い
刊
、
氏

アネックス･ ドゥ・
ビストロ･ ドウ･ リヨンとんかつむさし 竃司一一

邑占ア異
国
情
緒
漂
う
〃
北
野
“
と

天
ぷ
ら
を
主
と
し
た
割
烹

料
理
の
取
り
合
わ
せ
の
妙

な
る
味
わ
い
ｌ
年
季
の

入
っ
た
老
舗
が
も
つ
”
味
“

を
、
気
心
の
知
れ
た
女
性

同
士
で
楽
し
ん
で
い
ま
す

大
和
尚
蒔
さ
Ａ

〈
邦
舞
家
〉

冠
ﾛ

4 ■とんかつ、えびかつ一筋に5 0 年一一。
この老舗の伝統を受け継いで、とんか
つ、えびかつ一筋に、、むさし、の味
を守りつづけています。

ミントグリーンを基調にしたインテリ
アで、夏の午後を涼しく、美味しく過
ごして下さい。本格的なフランス料理
を気軽に召し上がって頂けます。

芹
津
捜
江
さ
ん

へ
セ
リ
ザ
ワ
社
長
夫
人
〉

異人館倶楽部パートＩ・Ｂ１Ｆ
ＴＥＬＯ７８－２４２－ｌ７７０
１２：００～１４：００（ランチタイム）
１４：００～１６：００（テイータイム）
１７：００～２１：００（デイナータイム）月剛体

Ｔ禄
雫

1 F
生』

曲

胸やもす』

一画

一三．

■

詞

中
品寺

り
り
、
免
乎

●

古
曲
■

。
ａ
ｂ

r 令銀

先代から引き継いで5 0有余年の伝統と
格式のあるお店。御家芸の天ぷらを眺
めのいい部屋で美味しく召し上がって
ていただけます。

さんプラザ店／三宮・さんプラザB 1
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 2 4 2 7 1 1：３０～２０：００月曜休

「企損 r ﾛ
■ ザ

可零 4 ｆ
ｄ

里一●
面 Q

健
康
と
美
容
の
た
め
水

泳
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
帰
り
、
立
ち
寄

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

く
に
”
え
び
か
つ
“
は
、

奥
さ
ま
方
に
好
評
で
す
ね
。

､ 咽

い
つ
で
も
誰
と
で
も
ふ
ら

っ
と
入
れ
る
ア
ッ
ト
・
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
と
、
季
節

感
の
あ
る
素
材
を
使
っ
た

お
い
し
い
お
料
理
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

ﾛ 吟

蕊ふ
しﾛ 0 0 4
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心

ＴＥｌＴＥ
トア・ロード店

W ら■

都
会
の
中
で
生
活
し
て
い

る
と
、
日
本
固
有
の
も
の

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

け
ど
、
こ
こ
に
来
る
と
、

自
然
や
四
季
が
感
じ
ら
れ

て
心
が
和
み
ま
す
。

｜
成
銅
香
轄
梅
さ
ん

全
但
さ
ん
と
い
え
ば
、

や
は
り
日
本
海
か
ら
直
送

さ
れ
る
松
葉
が
に
の
か
に

す
き
や
普
茶
料
理
が
格
別

で
す
ね
。

お
部
屋
の
方
も
格
闘
高

い
和
室
で
、
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

＝聖＝■

‘_,'目ａ１ＬＦ

竜一ｒ

ｖ１Ｆ‘

画』

1１５３石
原
暁
美
さ

（
デ
ザ
イ
ナ
！
〉

己

カタチにこだわらず、ココロを大切に，
した広東料理のお店。“いいものはいい' ，
というコンセプトが、味にもインテリ
アにも感じとられます。
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神戸市中央区下山手通４丁目５－１
TELO78-391-3838（代）
11:00/20:3０（ラストオーダー）
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本場神戸肉のしゃぶしゃぶ、黄緊流
普茶料理、日本海直送の松葉が( この生
のかにすき等、四季折々の味覚を心ゆ
くまで味わっていただけます。
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神戸市中央区下山手通３丁目1 1 - 1 7
T E L O 7 8 - 3 3 3 - 6 8 8 8
平日･11:30/22:００
日祝･１０:00/21:００月休
※ランチタイムは平日のみ

４喝
Ｐ
ｈ凸可

政府登録国際観光旅館

ホテル全但

いつも自然があふれている和風造りの
情緒ある店内。季節感をなくした料理
に物足りなさを感じている人にもきっ
と満足していただける筈です。
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に
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だ
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覚
の
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理
を
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も
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ん
で
い
ま
す
。
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で
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。
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お楽しみ懐石￥5 , 8 0 O

神戸市東灘区御影山手１丁目－２－１０
御影ガーデンシテイ２F

T E L O 7 8 - 8 2 2 - l 7 7 7
1 1 : 3 0～2 1 : 3０（オーダーストップ2 1 : 0 0）
１２月2 9 m ～１月ｌＨを除いて年中無休
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だ
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懐石、点心、四季折々の美しさ。その
腕の冴えを本場但馬牛の肉料理にも見
せる。華やかに、味わい深く、心を込
めておもてなしいたします。

新鮮な素材とシェフの感性が創りだす
食の美卓。味覚のアートをめざすスタ
ッフがおしゃれな季節の味わいと彩り
をお届けします。
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ゴ 神戸市中央区雲井通8 丁目ＪＲ二ノ宮駅内

三宮ターミナルホテル４F
TEL O 7 8 - 2 3 2 - l 6 3 0
1 1 : 3 0 ～1 4 : 0 0 ( ランチタイム）
1 7 : 3 0 ～2 1 : 0 0 ( ディナータイム）年中無休

「京風をもとに神戸の懐席料理を」
と“神戸' ，にこだわるお店。エキゾチ
ックな街並みの中で、四季折々の旬の
味が楽しめます。
ミニ会席風弁当(デイタイム）1 , 8 0 0 円

オヒ里予異人坂
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神戸市中央区北野町２丁目９－２２
TELO 7 8 - 2 2 2 - 2 0 0 1
11:００～l8pO(デイタイム）
18300～23:00(ナイトタイム）
年中無休
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